
    【編集の記】 

みすぎん「新年早々の美

杉総合支所への市長さん

の訪問。嬉しかったです。

寒い年初めでしたが、今年

も美杉の情報をどしどし皆

さんにお届けします。みす

ぎん同様、『美杉だより』を

かわいがってください。」 

 時節柄、皆さん御身お大

切に 
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初詣 寒さ一段と厳しい中で 
 昨年の大晦日（おおみそか）から、一

段と寒さが厳しく、白いものもちらつい

て、雪の年明けとなりました。 

 皆さんも寒さを押して、美杉地域の寺

社を訪れられたことと思います。年始の

行事として、家族の健康や商売繁盛を願

われ

たこ

とでしょ

う。今年

も良い年

でありま

すよう

に・・。 

各地区でどんど焼行事 
 １月７日、美杉地域の各集落では、

正月のしめ飾りを燃やし、鏡餅を焼

く、山の神が行われました。 

 全国的には、小正月行事として１５

日にどんど焼行事として行われている

ようで、美杉でも１５日に燃やしてい

るところもあるようです。 

 燃やすということから、神火をもっ

て「正月の神様」を送るという意味が

あるようで、お盆の送り火と同じと言

われています。また、この火で焼いた

お餅を食べて無病息災を願うという意

味もあります。 

美杉地域の人口・高齢化率 ８ 

総合支所から（所得税、市・県民

税の申告相談日程ほか） 
８ 

北畠神社 

川上山若宮八幡宮 

仲山神社（下之川） 

【八知・大野小場の山の神】 

  この地区では、１月５日に皆

さんでしめ縄飾りをして、当日

は祠にお参りして、どんど焼、

山の神行事が行われました。 
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 おさかなまつり in 美杉 盛大に １２／１８ 

 12月12日(日)、美杉総合開発センターにおいて、美杉人権を

考えるつどい（主催：教委美杉事

務所）が開催されました。第１部

では、美杉小学校、美杉中学校の

児童・生徒による人権作文の発表

や美杉中学校生徒が人権活動のア

ピールを行いました。第２部で

は、江嶋修作さんによる「人権は

世界の常識」と題した講演会が開

催されました。 

もちつき大作戦 １２／２３ 

 １２月１８日（土）、道の駅美杉で、海の幸・山

の幸のコラボレーションとして「おさかなまつりｉ

ｎ美杉」が開催されました。まぐろの解体ショーを

はじめ、貝汁の振る舞いや福引抽選会があり、伊勢

湾で水揚げされた新鮮な魚貝類や白塚で加工した海

産物などの販売と合わせて、美杉の物産販売の各

ブースは終日、大勢の人で賑わいました。 

 また、マイ箸の作製や木工教室も行われ、家族や

友人たちで箸作りを楽しむ姿も見られました。 

美杉人権を考えるつどい １２／１２ 

 １２月２３日（木・祝）、

奥津の美杉高齢者生活福祉セ

ンターで「歳末餅つき大作戦

２０１０」（主催：あったか

正月を実現する会・美杉地区

社協内）が行われました。 

 あったか正月を迎えてもらおう

と、小・中学生をはじめ美杉の全地

区からたくさんのボランティアの人

たちが集まり、お餅つきをしました。 

 つかれたお餅は、８０歳以上の人がみえる世帯にボランティアの人た

ちによって届けられました。 

【みすぎんも登場し、会場を

盛り上げてくれました】 



 １月１６日（日）

に三多気、杉平地区

の皆さんに受け継が

れている伝統行事

「精進まつり」が雪

の中行われました。  

 真福院では参加者に甘酒の振る舞いも

ありました。祭のクライマックスは弓祝

いの座。蔵王堂でお祓いを受けた二人の

地域の人が、

水飲み場近く

の的場から８

本の矢を的め

がけて放ち、

祭事は終了と

なりました。 
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新春歩け歩け大会  １／２ 多気 

 １月２日（日）に、今年

で26回目となる新春歩け歩

け大会（主催：多気体育振

興会、上多気区）が開催さ

れ、今回は、地域の皆さん

に伊勢本街道の魅力を再認

識していただけるようコー

スが設定されました。 

 当日、道の駅美杉で伊勢本街道を活かした地域づ

くり協議会の奥野友一さん

から、本街道の歴史などに

ついて説明を受けた後、68

人の参加者が、伊勢奥津駅

間往復約10㎞を元気に歩き

ました。  

真福院精進まつり １／１６  

「名松線の全線復旧を求める会」へ 

 ご寄付がありました・・・ 

森林セラピー基地発展にご寄付を頂戴しました 

１２月９日（木）

に愛千野
え ち の

会（白山高

等学校同窓会）会長

の中田健一郎さんか

ら名松線の全線復旧

への活動資金として

寄付がありました。 

１２月２４日、社団法人三重県

宅地建物取引業協会津支部か

ら、津市森林セラピー基地運営協

議会へ寄付目録の贈呈式が行わ

れました。これは、津まつりで、同

支部が総合支所と連携して「津市

空き家情報バンク」のＰＲを行った

際、ＪＡ三重中央から提供された

地場産ぎょうざや美杉茶の詰め

放題販売を行い、その売上金を寄付されたものです。  

 １２月１６日に、去る

９月８日に開催された美

杉町チャリティゴルフ大

会で参加者の皆さんや協

賛者からいただいた寄付

金を大会代表篠原利昭さ

んから田中会長へ寄付されました。 

 美杉町チャリティゴルフ実行委員会から 
     美杉地区社会福祉協議会へご寄付 

 

奥
津
宿
で
は
、

お
正
月
に
は
「し

め
飾
り
」だ
け
で

な
く
、
花
餅
も

併
せ
て
飾
る
お

家
が
多
い
よ
う

で
す
。 

 

普
段
の
暖
簾

の

れ

ん

と
よ
く
合
って
い

ま
す
ね
。 

 

お
正
月
飾
り 

 １月１４日夕方、国津神社（太郎生）に水彩絵の具セット８人分が置

かれているのを宮司の森下さ

んが見つけました。「明るい日

本を築いてください。美杉を愛

する伊達直人」と書かれた手紙

が同封されていました。 

 その後、新聞掲載されたこと

から、伊達直人を名乗る人から

神社に電話があり、美杉小学

校新入生全員分（１８人）を送っ

ていただくことになりました。 

 水彩絵の具セットが届けられました 



 Page 4 

 美杉の振興方針「津市過疎地域自立促進計画」が決定   

 過疎地域にかかる特別措置法は、昭和45年4月24日に「過疎地域対策緊急措置法」が施行され

て以来、4度の法改正を行いながら、延べ40年間にわたり過疎対策が進められてきましたが、平

成22年4月1日に「過疎地域自立促進特別措置法」の失効期限の6年間の延長及び特別支援措置が

拡充され、引き続き過疎地域の自立促進を図ることとなりました。 

 法の目的を変えず現行法の拡充延長とした背景には、これまでの過疎対策法に基づくハード

整備事業は一定の成果があったものの、近年、過疎地域は限界集落や超高齢化地域と呼ばれ、

いよいよ集落そのものの維持が困難な状況になりつつあることが挙げられます。 

 今回の制度拡充では、過疎高齢化地域の医療や生活交通の確保、将来にわたる安全・安心な

暮らしの確保など集落の維持及び活性化を図るため、特別支援措置の拡充として、ハード整備

とあわせて過疎地域の自立を促進するために重要なソフト対策事業が過疎対策事業債対象とし

て、行えることとなりました。 

 この津市過疎地域自立促進計画は、平成18年1月1日に市町村合併により新津市としてスター

トした際、過疎地域自立促進特別措置法に基づく過疎地域として認定されていた旧美杉村の区

域について、市町村の廃置分合等があった場合の特例により、「過疎地域としてみなされる区

域」として国による公示が行われており、過疎地域自立促進特別措置法第6条第1項の規定に基

づき、本計画を美杉地域の自立促進のための振興と発展の指針とするため、「三重県過疎地域

自立促進方針」及び「津市総合計画」などの関連する計画との整合を図り策定するものです。 
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  地域の皆さんの参加で津市過疎地域自立促進計画を進めましょう 
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 津市過疎地域自立促進計画は、美杉地域の振興方針です。 



太郎生地域づくり協議会（会長 水井達雄さん）では、協議会メンバー１２

人で、多気町丹生にある「農村料理まめや」を視察調査しました。 

メンバーの皆さんは、料理や特産品の販売・厨房の配置・体験工房での豆腐

づくり等、実際の経営内容を熱心に調査研修され、平日ではありましたが、

「まめや」の盛況ぶ

りに驚かれていまし

た。 

 今回の調査研修

は、太郎生地区での農家レストランの可能性に自信

を持つとともに今後の旧三国屋旅館を活用した事業

の参考となる充実したものとなりました。 
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太郎生地区地域づくり協議会 勢和の「まめや」視察調査 １２／１０ 

 集落機能再生きっかけづくりのワークショップ 
    地域づくりの方針を皆で出し合い ・・・下之川・太郎生・・・ １２／１９ 

 きっかけづくりの３回目のワークショップ（最終回）が

１２月１９日（日）に開催されました。前回に出された地

域課題を基に地域づくりの考え（アイデア）を皆で

持ち寄りました。 

 東京農工大学客員教授の福井先生の指導で、アイ

デアを分類し、どれが大事かということで、それぞ

れのアイデアに点数を付けました。獲得点数の多

かった上位５つのアイデアについて、その事業を

「住民・住民と行政の協働・行政」の誰が

するのかという役割の整理もしました。 

 このきっかけづくりワークショップは、

今回で終了しましたが、出された意見など

を基に、それぞれの地域で「地域づくり協

議会」設立へと進み、一層住みやすい地域

にしていく必要があります。 

 本年度は、伊勢地と八幡と八知で地域づ

くり協議会が設立されています。 

 ３回のワークショップの経験を十分に生 

かして、住民の皆さんの力で美杉の地域振 

興が進むことが期待されています。  

  

下之川ごんぼまつり ２／１１ 
  

 伝統行事の下之川の仲山神社のごんぼまつりが2月11日（金・祝）、 

１０時から開催されます。 

 下之川の皆さんが丹精込めてつくる「味噌ごんぼ」は、故郷の味、独

特の味としてたいへんな人気です。 

 予約（2/3締切）もできますので、ぜひお求めください。 

 当日、午前１１時からボランティア女性部の皆さんが、あたたかい玄米

がゆをごんぼ会館で振る舞っていただきます。  

 【問い合わせ先：下之川地域特産品を育てる会 電話２７６－０４０６】  

昨年のごんぼまつりの様子 
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＊主な電話番号を記載しましたが、その他の電話番号などは、電話帳でお調べいただくか、美杉総合支所へお問い合わせください。 

   美杉地域の人口（平成２３年１月１日現在・住民基本台帳による） 

地区 竹原 八知 太郎生 伊勢地 八幡 多気 下之川 合計 

人口 ７３７ １，２７８ １，０７２ ５７１ ６５８ ８０６ ５６４ ５，６８６ 

６５歳以上 ３４８ ６２８ ４０７ ２９８ ３７３ ４４８ ３３１ ２，８３３ 

高齢化率 47.22％ 49.14％ 37.97％ 52.19％ 56.69％ 55.58％ 58.69％ 49.82％ 

美
杉
に
ゆ
か
り
の
書
物 

 【電話番号】   美杉総合支所 

 地域振興課     ２７２ー８０８０・８０８２・ 

                       ８０８５  

 市民福祉課     ２７２ー８０８３・８０８４ 

   津市の人口（平成２３年１月１日現在・住民基本台帳による） 

地域 芸濃 美里 安濃 香良洲 一志 白山 美杉 合計 河芸 久居 津 

人口 ８，７１６ ３，９２４ １１，００９ ５，０６２ １５，１８８ １２，６７０ ５，６８６ ２８１，５６３ １８，２６９ ４２，６５９ １５８，３８０ 

６５歳以上 ２，３２８ １，２１１ ２，６５３ １，４５５ ３，８５０ ４，０３７ ２，８３３ ６９，４３０ ４，４２４ ９，８４１ ３６，７９８ 

高齢化率 26.71％ 30.86％ 24.10％ 28.74％ 25.35％ 31.86％ 49.82％ 24.66％ 24.22％ 23.07％ 23.23％ 

『
句
集 

流
れ
星
』 

岡
田
泉
城
著 

 
 

 
 

発
行 

ほ
お
ず
き
書
籍 

 
 
 

平
成
三
年
五
月 

 
泉
城
は
「
あ
と
が
き
」
に
こ
う
記
し
て
い
る
。
『
私
と
俳
句
の
出
会
ひ

は
、
昭
和
二
十
一
年
で
あ
る
か
ら
、
約
半
世
紀
が
経
た
う
と
し
て
ゐ
る
。

省
み
て
お
ど
ろ
く
ほ
ど
の
年
月
で
あ
る
。
し
か
し
、
は
じ
め
て
俳
句
雑
誌

な
る
も
の
を
手
に
し
た
時
の
感
動
は
、
今
も
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
ほ

ど
新
ら
し
い
。
』 

 

そ
の
「
感
動
」
を
古
び
さ
せ
な
い
新
鮮
な
句
で
本
書
を
締
め
て
い
る
。 

 
 

春
そ
こ
に
來
て
ゐ
て
木
々
の
光
る
な
り 

 
 

 

「
あ
と
が
き
」
を
先
に
紹
介
し
た
の
で
、
前
後
す
る
が
、 

序
は
、
伊
藤
柏
翠
氏
。
題
は
「
霧
寂
び
の
一
好
漢
」
、
そ
の
出
だ
し
は
、 

『
昭
和
五
十
九
年
九
月
八
日
、
私
は
始
め
て
三
重
県
一
志
郡
美
杉
村
に
岡

田
泉
城
氏
を
訪
ね
た
。 

 

伊
賀
の
上
野
か
ら
美
杉
村
に
入
り
永
納
周
子
氏
の
八
知
と
云
ふ
在
所
の

永
平
寺
派
の
無
住
寺
に
参
詣
、
観
音
經
を
讀
誦
し
た
後
、
車
を
駈
つ
て
泉

城
氏
の
住
む
竹
原
に
向
つ
て
一
路
下
つ
た
。 

 

こ
の
あ
た
り
は
往
古
、
北
畠
顕
能
が
国
司
で
あ
つ
た
の
で
、
山
に
は
そ

の
居
城
の
跡
が
残
り
、
街
道
近
く
に
は
北
畠
神
社
の
蒼
古
た
る
社
殿
が
あ

り
、
神
鶏
が
放
ち
飼
ひ
に
さ
れ
て
居
つ
た
。
雲
出
川
と
云
ふ
山
川
が
村
を

貫
き
、
國
鉄
名
松
線
の
鉄
橋
が
か
ゝ
つ
て
を
つ
た
。 

 

私
の
そ
の
日
の
句
帳
に
次
の
様
な
句
が
残
つ
て
居
る
。 

 
 
 
 

 

【
う
ち
の
一
句
】 

 
 

霧
深
き
故
に
霧
山
城
と
云
ふ 

 
 

 

』 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

二
十
年
前
の
刊
行
と
い

う
時
を
経
な
が
ら
、
序
も

本
文
同
様
に
新
鮮
で
清
々

し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

て
い
る
。 

  

・・・こ
の
本
は
「美
杉
図
書
室
」「津
図

書
館
」に
置
い
て
あ
り
ま
す
。 

 
 

ご
一
読
を
・・・ 

【お詫びと訂正】 

 美杉だより第９号（１月１日発行）

２ページ、新春インタビュー「藤田正

也さん」の文中、『継承組織委員会』

とあるのは『景勝委員会』の誤りで

す。 

 お詫びして訂正します。 

 所得税、市・県民税の申告相談日程（美杉） 

美杉総合開発センター ２月１８日（金）   9：00～12：00 

八幡出張所 ３月 ２日（水）   9：00～11：30 

多気出張所 ３月 ２日（水） 13：30～16：00 

下之川出張所 ３月 ３日（木）   9：00～11：30 

竹原出張所 ３月 ３日（木） 13：30～16：00 

伊勢地出張所 ３月 ４日（金）   9：00～11：30 

太郎生出張所 ３月 ４日（金） 13：30～16：00 

詳しくは、広報津 １月１６日号（２～４ページ）をご覧ください。  


